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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第41期

当第３四半期
連結累計期間

第41期
当第３四半期
連結会計期間

第40期

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年12月31日

自平成20年10月１日
至平成20年12月31日

自平成19年４月１日
至平成20年３月31日

売上高（百万円） 3,822 601 6,792

経常損益（△は損失）（百万円） △499 △518 967

四半期（当期）純損益（△は損失）（百万円） △1,194 △936 516

純資産額（百万円） － 11,741 13,345

総資産額（百万円） － 12,731 14,960

１株当たり純資産額（円） － 2,078.41 2,362.28

１株当たり四半期（当期）純損益金額（△は損

失）（円）
△211.50 △165.82 91.35

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 92.2 89.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△318 － 715

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△439 － 209

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△226 － △226

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（百万円）
－ 2,119 3,139

従業員数（人） － 342 277

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

  当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

  当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

  なお、TESEC EUROPE S.A.S.U.は、平成20年10月９日に清算を結了しております。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 342     

　（注）従業員数は就業人員数（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向

者を含むほか、パートタイマーは除く）であります。

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 314     

　（注）従業員数は就業人員数（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含むほか、パートタイマーは

除く）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目
当第３四半期連結会計期間
（自  平成20年10月１日
　　至  平成20年12月31日）

ハンドラ（百万円）     137

テスタ（百万円）     198

パーツ等（百万円）     291

合計（百万円）     628

　（注）1．金額は販売価格によっております。

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注実績

　当第３四半期連結会計期間の受注実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 受注高 受注残高

ハンドラ（百万円）     19     128

テスタ（百万円）     86     263

パーツ等（百万円）     216     64

合計（百万円）     322     456

　（注）1．金額は販売価格によっております。

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目
当第３四半期連結会計期間
（自  平成20年10月１日
　　至  平成20年12月31日）

ハンドラ（百万円）     134

テスタ（百万円）     199

パーツ等（百万円）     266

合計（百万円）     601

　（注）1．金額は販売価格によっております。

2．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 　　　 3. 主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
　（自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日）

金額（百万円） 割合（％）

TOSHIBA ELECTRONICS (MALAYSIA) SDN. BHD.    100     16.7
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績

　当第３四半期連結会計期間における世界経済は、米国発の金融危機に端を発して実体経済の世界的な後退が鮮明と

なりました。

　半導体業界においても、デジタル家電、携帯機器などの消費伸び悩みによる需要の落ち込みにより、市況は一段と悪

化しました。半導体メーカーは、市況の低迷を受け投資計画を凍結、延期するなど投資抑制を一層強め、製造装置は厳

しい受注環境が続きました。

　このような状況の中で、７月に横河電機株式会社より譲り受けたＩＣハンドラ部門の業容拡大を図りましたが、主要

市場である中国、台湾などアジア市場を含め国内外市場において、主力製品であるハンドラ、テスタの受注が大幅に減

少しました。

　以上の結果、当第３四半期連結会計期間の業績は、受注高3億22百万円、売上高6億1百万円となりました。製品別売上

高はハンドラ1億34百万円、テスタ1億99百万円、パーツ等2億66百万円となりました。

　損益面は、第３四半期において売上高が損益分岐点を大幅に下回ったこと、研究開発費の負担が増加したことなど

により、営業損失は5億42百万円、経常損失は5億18百万円となりました。四半期純損失は、投資有価証券評価損の計上、

繰延税金資産の取り崩しなどにより、9億36百万円となりました。

　所在地別セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

　半導体メーカーが投資計画を凍結、延期するなど世界的に製造装置の需要が低迷するなか、横河電機株式会社より譲

り受けたＩＣハンドラ事業の業容拡大を図りましたが、主要市場であるアジアを含む国内外市場において主力製品で

あるハンドラ、テスタの受注が大幅に減少したことから、売上高は5億46百万円となりました。

　損益面は、売上高が損益分岐点を大幅に下回ったこと、研究開発費の負担が増加したことなどにより、4億94百万円の

営業損失となりました。

②北米

　テスタを中心として販売活動に注力しましたが、経済環境が悪化するなか、主要顧客の設備投資が低迷したことか

ら、売上高は44百万円にとどまりました。

　損益面は、売上高の低迷に伴い売上総利益が低水準となったことから、10百万円の営業損失となりました。

③アジア

　アジア地域のテリトリーであるマレーシア、中国におきましては、パーツおよびサービスの拡販に注力した結果、売

上高は11百万円となりました。

　損益面は、マレーシア地域における販売コストが増加したことなどにより、30百万円の営業損失となりました。

④ヨーロッパ

　ヨーロッパ地域に所在する当社の連結子会社 TESEC EUROPE S.A.S.U.は、同地域における当社製品の販売及びアフ

ターサービス拠点として活動してまいりましたが、平成20年10月９日に清算結了いたしました。

(2）キャッシュ・フロー

　当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、下記の各キャッシュ・フローによる増減により、21億

19百万円となりました。　　　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、2億22百万円のプラスとなりました。これは主に、売上債権の回収によるプラ

スが、税金等調整前四半期純損失の計上および法人税等の支払によるマイナスを上回ったことによるものでありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、2億46百万円のプラスとなりました。これは主に、有価証券の売却・償還によ

るものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、0百万円のマイナスとなりました。これは主に、配当金の支払によるものであ

ります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、対処すべき課題について重要な変更はありません。

(4）研究開発活動
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　当第３四半期連結会計期間における研究開発活動の金額は、2億27百万円であります。　　　

　なお、当第３四半期連結会計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

(5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　米国発の金融危機に端を発した実体経済の世界的な減速を背景に、需要低迷による半導体不況の長期化が予想され

ることから、半導体製造装置の受注環境は、新規設備投資の抑制を受け、当面厳しい状況が続くものと見込まれます。

　このような環境のなか、高付加価値製品の開発を推進するとともに、役員報酬の減額、諸経費の圧縮などによる固定

費の削減、開発・生産・販売体制の見直しによるコスト構造の改善に取り組んでまいります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　　(2）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあ

りません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,778,695 5,778,695ジャスダック証券取引所

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は100

株であります。

計 5,778,695 5,778,695 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 5,778,695－ 2,521 － 3,370

 

（５）【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、株式会社アエリア及びその共同保有者である黒川木徳フィナンシャルホール

ディングス株式会社から平成20年12月22日付の大量保有報告書の写しの送付があり、平成20年12月17日現在でそ

れぞれ以下のとおり株式を保有している旨の報告を受けておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、当社として実質所有株式数の確認ができません。  

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

株券等保有割合
（％）

株式会社アエリア
東京都港区赤坂五丁目２番20号赤坂パーク

ビル３Ｆ
101 1.76

黒川木徳フィナンシャル

ホールディングス株式会社

東京都港区赤坂五丁目２番20号赤坂パーク

ビル３Ｆ
356 6.17

計 － 458 7.93
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（６）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 129,600 －

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

あり、単元株式数は100株であ

ります。

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,648,200 56,482 同上

単元未満株式 普通株式 895 － 同上

発行済株式総数 5,778,695 － －

総株主の議決権 － 56,482 －

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社テセック
東京都東大和市上北台

3-391-1
129,600 － 129,600 2.24

計 － 129,600 － 129,600 2.24

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,220 1,260 1,230 1,215 1,189 1,080 910 868 680

最低（円） 1,120 1,140 1,161 1,155 1,130 960 665 660 577

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 　　　－ 代表取締役社長
泰賽国際貿易(上

海)有限公司董事長
越丸　誠　 平成20年９月１日

取締役
泰賽国際貿易(上

海)有限公司董事長
取締役 　　　－　 矢崎　七三　 平成20年９月１日　

取締役
営業部長兼カスタ

マーサービス部長
取締役 営業部長 山口　恵三　 平成20年10月１日　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,000 2,508

受取手形及び売掛金 1,509 2,434

有価証券 839 1,959

製品 172 218

原材料 545 301

仕掛品 926 738

繰延税金資産 9 159

未収消費税等 109 60

未収還付法人税等 216 9

その他 63 70

貸倒引当金 △11 △8

流動資産合計 6,381 8,452

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,619 2,622

減価償却累計額 △1,774 △1,886

建物及び構築物（純額） 844 736

機械装置及び運搬具 307 308

減価償却累計額 △269 △264

機械装置及び運搬具（純額） 37 44

工具、器具及び備品 960 850

減価償却累計額 △768 △742

工具、器具及び備品（純額） 192 107

土地 2,091 2,092

有形固定資産合計 3,166 2,980

無形固定資産

のれん 224 －

その他 123 16

無形固定資産合計 348 16

投資その他の資産

投資有価証券 2,718 3,393

保険積立金 89 62

繰延税金資産 0 34

その他 32 26

貸倒引当金 △5 △4

投資その他の資産合計 2,834 3,512

固定資産合計 6,349 6,508

資産合計 12,731 14,960
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 79 136

未払金 82 101

未払法人税等 20 403

未払費用 144 135

賞与引当金 60 196

製品保証引当金 6 17

その他 73 62

流動負債合計 465 1,053

固定負債

退職給付引当金 278 215

長期未払金 98 160

繰延税金負債 14 16

負ののれん 132 169

固定負債合計 523 561

負債合計 989 1,614

純資産の部

株主資本

資本金 2,521 2,521

資本剰余金 3,370 3,370

利益剰余金 6,246 7,668

自己株式 △201 △201

株主資本合計 11,936 13,359

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 60 160

為替換算調整勘定 △255 △174

評価・換算差額等合計 △195 △13

少数株主持分 0 0

純資産合計 11,741 13,345

負債純資産合計 12,731 14,960
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 3,822

売上原価 2,874

売上総利益 947

販売費及び一般管理費

販売手数料 67

荷造運搬費 34

役員報酬 105

給料手当及び賞与 354

法定福利費 35

賞与引当金繰入額 15

減価償却費 19

のれん償却額 25

研究開発費 543

貸倒引当金繰入額 4

その他 355

販売費及び一般管理費合計 1,561

営業損失（△） △613

営業外収益

受取利息 65

受取配当金 29

負ののれん償却額 37

その他 8

営業外収益合計 140

営業外費用

為替差損 20

その他 5

営業外費用合計 26

経常損失（△） △499

特別利益

貸倒引当金戻入額 1

特別利益合計 1

特別損失

関係会社整理損 13

投資有価証券評価損 422

投資有価証券売却損 9

固定資産売却損 0

固定資産除却損 12

ゴルフ会員権評価損 1

特別損失合計 460

税金等調整前四半期純損失（△） △957

法人税、住民税及び事業税 18

過年度法人税等 23

法人税等調整額 194

法人税等合計 236

少数株主利益 0

四半期純損失（△） △1,194
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 601

売上原価 611

売上総損失（△） △10

販売費及び一般管理費

販売手数料 18

荷造運搬費 7

役員報酬 26

給料手当及び賞与 102

法定福利費 10

賞与引当金繰入額 15

減価償却費 5

のれん償却額 12

研究開発費 227

貸倒引当金繰入額 0

その他 103

販売費及び一般管理費合計 532

営業損失（△） △542

営業外収益

受取利息 20

受取配当金 8

負ののれん償却額 12

その他 △0

営業外収益合計 40

営業外費用

為替差損 15

その他 0

営業外費用合計 16

経常損失（△） △518

特別利益

貸倒引当金戻入額 4

特別利益合計 4

特別損失

関係会社整理損 △8

投資有価証券評価損 177

投資有価証券売却損 9

固定資産売却損 △0

固定資産除却損 2

ゴルフ会員権評価損 1

特別損失合計 183

税金等調整前四半期純損失（△） △697

法人税、住民税及び事業税 △3

法人税等調整額 243

法人税等合計 239

少数株主損失（△） △0

四半期純損失（△） △936
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △957

減価償却費 156

のれん償却額 25

負ののれん償却額 △37

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2

受取利息及び受取配当金 △94

関係会社整理損 13

長期未払金の増減額（△は減少） △61

投資有価証券売却損益（△は益） 9

投資有価証券評価損益（△は益） 422

固定資産除売却損益（△は益） 13

ゴルフ会員権評価損 1

売上債権の増減額（△は増加） 914

たな卸資産の増減額（△は増加） △7

仕入債務の増減額（△は減少） △53

未収消費税等の増減額（△は増加） △48

未収入金の増減額（△は増加） 0

未払費用の増減額（△は減少） 9

退職給付引当金の増減額（△は減少） 63

製品保証引当金の増減額（△は減少） △11

その他の流動資産の増減額（△は増加） △9

その他の流動負債の増減額（△は減少） △132

小計 218

利息及び配当金の受取額 92

法人税等の還付額 17

法人税等の支払額 △621

過年度法人税等の支払額 △25

営業活動によるキャッシュ・フロー △318

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △35

有価証券の取得による支出 △299

有価証券の売却及び償還による収入 1,014

投資有価証券の取得による支出 △182

投資有価証券の売却及び償還による収入 219

有形固定資産の取得による支出 △196

有形固定資産の売却による収入 1

無形固定資産の取得による支出 △18

保険積立金の積立による支出 △37

保険積立金の解約による収入 8

営業譲受による支出 △899

関係会社整理による支出 △18

その他 4

投資活動によるキャッシュ・フロー △439
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（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △225

少数株主への配当金の支払額 △0

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △226

現金及び現金同等物に係る換算差額 △35

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,019

現金及び現金同等物の期首残高 3,139

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,119
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

  通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、製品及び仕掛品は個別法に

基づく原価法、原材料は移動平均法に基づく原価法によっておりましたが、第１四半期

連結会計期間より、「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会  平

成18年７月５日  企業会計基準第９号）を適用し、評価基準については、原価法から原

価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更しております。

  なお、これによる損益への影響は軽微であります。

 (2) 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

  第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理

に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会  平成18年５月17日  実務対応報告第

18号）を適用し、連結決算上必要な修正を行っております。

  なお、これによる損益への影響は軽微であります。

 (3) リース取引に関する会計基準の適用

  所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より、「リース取引に

関する会計基準」（企業会計基準委員会  平成５年６月17日  最終改正平成19年３月

30日  企業会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準委員会  平成６年１月18日  最終改正平成19年３月30日  企業会計基準適用

指針第16号）を早期適用し、通常の売買取引に係る会計処理に変更しております。リー

ス取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

  なお、これによる損益への影響は軽微であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．棚卸資産の算定方法   当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸等を省略し、前連結

会計年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっておりま

す。

２．法人税等の算定方法   法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な

ものに限定する方法によっております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

──── ────

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

  第１四半期連結会計期間より、機械装置の耐用年数については法人税法の改正を契機として見直しを行い、一部の資産

について耐用年数を変更して減価償却費を算定しております。

  なお、これによる損益への影響は軽微であります。

（連結子会社の清算）

  清算手続き中でありました当社の連結子会社であるTESEC EUROPE S.A.S.U.は、平成20年10月９日に清算が結了いたし

ました。これによる特別損失を「関係会社整理損」として13百万円計上しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

──── ────

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

────

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

────

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 2,000百万円

有価証券勘定 839 

３ヵ月超の定期預金 △225 

３ヵ月超の有価証券 △494 

現金及び現金同等物 2,119 

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　5,778千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　129千株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

(1）配当金支払額　

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日　 効力発生日 配当の原資　

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 225 40 平成20年３月31日平成20年６月30日利益剰余金　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自  平成20年４月１日　至  平成20年12月31日）

　当社グループは、半導体検査機器の専門メーカーとして、同一セグメントに属するハンドラ・テスタ及び

パーツ等の製造、販売を行っており、当該事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自  平成20年10月１日　至  平成20年12月31日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上

高
    546     44     11     (1)     601     －     601

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
    86     8     4     (0)     99     (99)    －

計     632     53     15     (1)     700     (99)    601

営業費用     1,127    63     46     (3)    1,233    (89)    1,143

営業利益又は営業損失

(△)
    △494    △10     △30     2     △532     △9     △542

当第３四半期連結累計期間（自  平成20年４月１日　至  平成20年12月31日）

 
日本

（百万円）
北米

（百万円）
アジア
（百万円）

ヨーロッパ
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高        

(1）外部顧客に対する売上

高
    3,585    179     46     10    3,822    －     3,822

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高
    190     14     95     1     301    (301)    －

計     3,776    194     141     12    4,124    (301)    3,822

営業費用     4,354    225     131     33    4,745    (309)    4,435

営業利益又は営業損失

(△)
    △577    △31     9     △21    △621     7     △613

　（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)北米……………アメリカ

(2)アジア…………マレーシア・中国

(3)ヨーロッパ……フランス
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【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自  平成20年10月１日　至  平成20年12月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円）     48     341     20     410

Ⅱ　連結売上高（百万円）                 601

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
    8.0     56.9     3.3     68.2

当第３四半期連結累計期間（自  平成20年４月１日　至  平成20年12月31日）

 北米 アジア その他 計

Ⅰ　海外売上高（百万円）     197     2,468     38     2,705

Ⅱ　連結売上高（百万円）                 3,822

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上

高の割合（％）
    5.2     64.6     1.0     70.8

　（注）１．海外売上高の国又は地域の区分は、従来、北米・アジア・ヨーロッパとしておりましたが、連結売上高に占

            めるヨーロッパの重要性が相対的に低下してきたため、第１四半期連結会計期間より北米・アジア・その他

            として記載しております。

２．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

３．各区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。

(1)北米……………アメリカ

(2)アジア…………マレーシア・中国

(3)その他…………フランス

４．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

 

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

その他有価証券で時価のあるもの

 取得原価（百万円）
四半期連結貸借対照表
計上額（百万円）

差額（百万円）

(1）株式 249 320 70

(2）債券 303 295 △8

(3）その他 562 560 △2

合計 1,115 1,175 60

　（注）　減損処理にあたっては、第３四半期連結会計期間末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全

て減損処理を行い、30～50％程度下落した場合には、回復可能性等を考慮して必要と認められた額について減

損処理を行っております。なお、当第３四半期連結会計期間において減損処理を行い、投資有価証券評価損177

百万円を計上しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 2,078.41円 １株当たり純資産額 2,362.28円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △211.50円 １株当たり四半期純損失金額（△） △165.82円

  （注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純損失金額（△）（百万円） △1,194 △936

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（百万円） △1,194 △936

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,649 5,649

 

（重要な後発事象）

　  該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月12日

株式会社テセック

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 尾関　　純　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 佐藤　由紀雄　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テセックの

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テセック及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

　期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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